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Fraunhofer-Gesellschaftについて 

 研究者、発明者、そして企業家であるJoseph 
von Fraunhofer (1787-1826)にちなんで命名 

 応用研究と技術移転におけるドイツ有数の企業 

 60 機関 

 従業員数：20,000名 
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The Fraunhofer Institute for 
Experimental Software Engineering IESE 

応用科学と技術移転 

 1996年創立 

 従業員数約 200名 

国際協力 

 USA・日本・インド・ハンガリー 

高い国際的評価 
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ビジネス領域 事業部 

エグゼクティブ・ディレクター 
Prof. Dr. D. Rombach 

科学 ディレクター 
Prof. Dr. P. Liggesmeyer 

副ディレクター 
Prof. Dr. F. Bomarius 

製品 
セクター 
Ralf Kalmar 

自動車＆  
輸送システム 

自動化＆  
プラントエンジニアリング 

医療システム 

Fraunhofer IESEの組織体制 

サービス 
セクター 
Michael Ochs 

情報システム 

電子政府 

ヘルスケア 

情報システム (IS) Dr. Jörg Dörr 
情報システム開発 (ISD) 
Dr. Marcus Trapp  

情報システム品質保証 (ISQ) 
Michael Eisenbarth 

組み込みシステム(ES) Dr. Mario Trapp 
組み込みシステム開発 (ESD)  
Dr. M. Becker  

組み込みシステム品質保証（ESQ） 
Sören Kemmann 

プロセス管理(PM) Dr. Jens Heidrich 

プロセス準拠＆改善(PCI) 
Rolf van Lengen 

測定、予測、経験論 (MPE) 
Dr. Andreas Jedlitschka  
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プロセスマネジメント 
領域 
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演者について 

Dr. Jens Heidrich 

 

 事業部マネージャ 

 プロセス管理 (PM) 

 プロセスモデリング 

 SPI 

 測定 

 品質モデリング 

 経験的 SE 

Dr. Adam Trendowicz 

 

 シニア エンジニア 

 測定・予測・経験論 (MPE) 

 プロジェクト概算 

 測定 

 品質モデリング 

 SPI 

 定量的手法 
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チュートリアル参加者の紹介 

 氏名 

 組織における役割 

 GQM＋Strategiesに関する事前の知識と経験 

 ワークショップに対する期待値 
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AGENDA 

10:00-10:30 挨拶と自己紹介 

10:30-12:00 GQM+Strategiesの指導と推進 

12:00-13:00 昼休憩 

13:00-14:30 GQM+Strategies に関するFAQ 

14:30-17:00 質疑応答 

16:30-17:00 まとめと閉会 

GQM+Strategies-トレーナ・プロモータ用チュートリアル 



© Fraunhofer IESE 

GQM+Strategies 
– 推進者・トレーナ用チュートリアル 

目的 
 

理解を深める 

実践の促進 

トレーニングのサポート 

 

手段 
 

重要な局面に対する説明の強化 

事例とガイドライン  

展開・普及を通じた経験 

 FAQ 
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GQM+Strategies  
– トレーナ・プロモータ用チュートリアル 

目次 
 

GQM+Strategiesの指導と推進 
動機付け講演 
プラニングエキスパート用チュートリアル 
適用例 
演習ワークショップ 
実践ワークショップ 
プロモータ用ワークショップ 

GQM+Strategies に関するFAQ 
質疑応答 
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GQM+Strategiesにおける役割と責任 

 マネージャ: GQM+Strategies のトレーニングおよび適用のスポンサー 

 経営陣のメンバ 

 プラニングエキスパート: 測定プログラムの構築およびグリッドの維持等を 
含む、GQM+Strategiesの適用をマネジメント 

 企画部門・業務管理部門・技術管理部門の様な組織横断的な部門のメンバ 

 プロモータ: プラニングエキスパートに理論的および実践的な知識・手法を 
引き継ぎながら、全GQM+Strategiesプロセスを促進させる 

 外部コンサルタント・教育を受けたプラニングエキスパート 
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トレーニング プログラム 

# コース 所要時間 マネージャ プラニング 
エキスパート プロモータ 

1 動機付け講演 ～30分 
2 プラニングエキスパート用チュートリアル 1日 
3 適用例 1日 
4 演習ワークショップ 1日 
5 実践ワークショップ 1日 
6 プロモータ用チュートリアル 1日 
7 2-5をトレーナの立場で実施 

(認定プロモータの監視下において) 4日 
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トレーナとしてステップ2-6を最低5回遂行したプロモータは、
GQM+Strategies マスターと認定される 
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トレーニングおよび学習教材 
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# コース トレーニング教材 
1 動機付け講演 動機付け用スライド 

2 プラニングエキスパート用チュートリアル プラニングエキスパート用チュートリアル スライド  

3 適用例 適用例スライド 

4 演習ワークショップ GQM+Strategies 可視化 ツール + MS Excel 

5 実践ワークショップ 動機付け用スライド・GQM+Strategies 可視化
ツール + MS Excel 

6 プロモータ用チュートリアル プロモータ用チュートリアル スライド 

# 役割 学習教材 
1 マネージャ GQM+Strategies パンフレット 

2 プラニングエキスパート GQM+Strategies ブック* 

3 プロモータ GQM+Strategies ガイドブック 

*2013年にSpringer Publishing Companyより出版予定 
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GQM+Strategies  
– トレーナ・プロモータ用チュートリアル 

目次 
 

GQM+Strategiesの指導と推進 
動機付け講演 
プラニングエキスパート用チュートリアル 
適用例 
演習ワークショップ 
実践ワークショップ 
プロモータ用ワークショップ 

GQM+Strategies に関するFAQ 
質疑応答 
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動機付け講演 

 目的 

 組織の役員にGQM+Strategies の利用を動機付ける 

 手段 

 プレゼンテーション（講演） 

 ディスカッション 

 教材 

 動機付け講演用スライド 

 所要時間 

 ~30分 
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動機付け講演の準備 

 対象者の領域の事例を使用し説明する 

 戦略上の整合および測定の欠陥によるマイナスの影響と、それに対応する
為に着手すべき行動 

 良い整合と測定が行われた場合の組織目標および戦略がもたらすプラスの
効果  

 (参加者が精通している領域に焦点を当てること) 

 関係する業務に対する質問に備える 

 ビジネス プロセス モデリング 

 IT ガバナンス: CoBIT・ITIL 等 

 ビジネス測定: Balanced Score Cards 

 ソフトウェア改善: 6-Sigma・CMMI/SPICE 

 ソフトウェア測定: GQM・PSM  
2012年10月 GQM+Strategies-トレーナ・プロモータ用チュートリアル 18 
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GQM+Strategies 
–トレーナ・プロモータ用チュートリアル 

目次 
 

GQM+Strategiesの指導と推進 
動機付け講演 
プラニングエキスパート用チュートリアル 
適用例 
演習ワークショップ 
実践ワークショップ 
プロモータ用ワークショップ 

GQM+Strategies に関するFAQ 
質疑応答 
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プラニングエキスパート用チュートリアルおよび適用例 

 目的 
 適用例を用いてGQM+Strategiesを指導および説明  

 手段 
 チュートリアルと小演習 

 教材(資料) 
 プラニングエキスパート用チュートリアル スライド 
 GQMを用いたゴール指向の測定 
 GQM+Strategiesアプローチ (適用例を含む) 
 プロジェクト アライメントの例 

 チュートリアル評価アンケート 
 所要時間 
 2日間: チュートリアル1日と適用例1日 
 2日間: チュートリアル1.5日と適用例0.5日 
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チュートリアルおよび事例の準備 

 参加者の背景を知る 
 参加者の背景および知識、属している組織

について知る 
 チュートリアル スライドを調整する 
 参加者が精通している環境およびなじみの

ある問題を使った例を用い、チュートリア
ル中に提示する概念を説明する 

 参加者の属する組織単位全てと身近な抽象
レベルを用いて、組織目標例および戦略例
を準備する 

 プレゼンテーション内容を調整する 
 参加者が理解しにくいと思われる箇所には、

より時間を費やす 

2012年10月 GQM+Strategies-トレーナ・プロモータ用チュートリアル 21 

役員 

ビジネスユニット 
部 
課 
グループ 

プロジェクト 

経営者視点 

マネージャ視点 

技術者視点 
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チュートリアルの実施と事例の提供 

 スケジュールを管理する 
 時間通りに始めて終わる 
 十分に休憩時間およびディスカッション時間を取る 

 
 積極的な参加を促す 
 参加者によるディスカッションと質疑応答を促す 
 参加者自身の領域における未決課題を積極的に提示出来る

様に促す 
 

 ディスカッションの発散を避ける 
 複雑な課題は最後にまわし、時間が許せば取り上げる 
 出来なければ、取り上げなかった課題に対する追加ワーク

ショップを実施するか、別途個別にディスカッション会を
設ける 

 
 2012年10月 
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チュートリアルおよび事例の改善 

 構造アプローチと非構造アプローチを組み合わせてフィードバックを収集する 
 非構造化アプローチ 
 チュートリアルの開始時に期待値を集め、終了時にフィードバックを収集する 
 小規模グループ：フィードバックの為に設けられた時間等を使い参加者全員に尋ねる 
 大規模グループ：参加者に質問を投げかけ、希望者が、口頭でのフィードバックが出来る

様に促す 
 構造化アプローチ 
 チュートリアル評価アンケートをチュートリアルが終了し次第配布する 
 10 – 15分をアンケート実施時間として参加者が帰る前に確保しておく 
 (一般的に、個別調査は上手く作用しない) 
 複数回のチュートリアルにおいて、同じアンケートを使用する 

 複数回のチュートリアルにおけるフィードバック結果を分析し、自身の改善具合を確認する 
 フィードバックを正しく解釈し、チュートリアルの環境が、自身にどの様な影響を及ぼすの

かを確認する為、背景情報を考慮する 
 フィードバックを教材等に反映させてチュートリアルを改善する 
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GQM+Strategies 
–トレーナ・プロモータ用チュートリアル 

目次 
 

GQM+Strategiesの指導と推進 
動機付け講演 
プラニングエキスパート用チュートリアル 
適用例 
演習ワークショップ 
実践ワークショップ 
プロモータ用ワークショップ 

GQM+Strategies に関するFAQ 
質疑応答 
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演習ワークショップ 

 目的 

 仮想課題を用いてGQM+Strategiesを適用 

 実際に理論を採用する為の能力を確認 

 手段 

 ワークショップ 

 グループ別作業およびディスカッション 

 フィードバック セッション 

 教材 

 GQM+Strategies 可視化ツール 

 所要時間 

 半日～1日: 作業割り当て + グループ別作業 + 発表およびディスカッション 

 2012年10月 GQM+Strategies-トレーナ・プロモータ用チュートリアル 25 



© Fraunhofer IESE 

演習ワークショップの準備 

 全参加者がGQM+Strategiesを知っていることを 
確認する 

 ワークショップの実施前まで(事前)に、グリッド
を構築するのに用いるシナリオ例を準備する 
 参加者の背景や役割に例を合わせる 
 事前に解決策を準備する 

 即応できる様に準備する：事前にシナリオ例の 
準備が出来ない場合が稀にある 
 参加者に、日常業務の環境からのシナリオ例

を持ち寄るよう求める 
 ツールを準備する 
 適切なテンプレートを準備し印刷する 
 解決策を説明する為にGQM+Strategies可視化

ツールを準備する 
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シナリオ例 
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• Goal+Strategy 
Element 

• Goal definition 
• Context factors 
• Assumptions 
• Decision matrices 

Goal+Strategies Element

Goal

Context/
Assumption

Strategy

realized
by a

set of

influences

influences

GQM グラフ 
 

• Measurement 
goals 

• Questions 
• Metrics 
• Interpretation 

models 

Object Purpose Quality Aspect View point Context

Quality Focus (Questions and M etrics) Variat ion Factors

Interpretat ion M odel

GQM Graph

GQM Goal
Question

Question
Metric

Metric

Metric測定 計画 
 

• What? 
• Where? 
• When? 
• Who? 
• How? 
• Etc. 

ID M etric Range Scale Type Unit Scope Collect ion Time Data Source Collect ion Resource
Cus(Y) Number of  new customers in year Y 

(e.g., next  f iscal year)
N0 Rat ional Customers Management Quarterly Customer 

Relat ionship 
Management

Sales

F_Rel(T) Number of  feature releases in t ime 
span T (e.g., half  a year)

N0 Rat ional Releases Business Unit End of  project Conf igurat ion 
Management

Product  Manager

BF_Rel(T) Number of  bug f ix releases in t ime span 
T (e.g., half  a year)

N0 Rat ional Releases Business Unit End of  project Conf igurat ion 
Management

Product  Manager

CC_IP(T) Number of   complaints about  the 
interact ion processes in t ime span T 
(e.g., half  a year)

N0 Rat ional Complaints Business Unit Monthly Help Desk Help Desk Operator

CC_PR(T) Number of   complaints about  product  
reliability in t ime span T (e.g., half  a 
year)

N0 Rat ional Complaints Business Unit Monthly Help Desk Help Desk Operator

P_AVG(T) Average Funct ion Points per person 
hours of  project  ef fort  in t ime span T 
(e.g., half  a year)

R Rat ional FP/PH Sof tware Group End of  project Quest ionnaire Project  Manager

IQI_Comp(T) Informat ion quality index (IQI) for 
completeness in t ime span T (e.g., half  a 
year)

0-100 Rat ional % Sof tware Group Monthly Quest ionnaire Project  Manager

IQI_Cons(T) Informat ion quality index (IQI) for 
consistency in t ime span T (e.g., half  a 
year)

0-100 Rat ional % Sof tware Group Monthly Quest ionnaire Project  Manager

DSR_AVG(T) Average rat io of  defects slipped per 
overall defects int roduced over all 
development  phases (e.g., coding) for 
all releases in t ime span T (e.g., half  a 
year)

R Rat ional % Sof tware Group Quarterly Bug Tracking QA People

DT(P, R) # defects detected in phase P for 
release R

N0 Rat ional Defects Sof tware Group End of  project Bug Tracking QA People

DS(P, R) # defects slipped f rom P to P+1 for 
release R

N0 Rat ional Defects Sof tware Group End of  project Bug Tracking QA People

DSR(P, R) DT(P, R) / (DT(P, R) + DS(P, R)) R Rat ional % Sof tware Group End of  project Bug Tracking QA PeopleFF-G: Deliver new features and fixes faster CI-G: Improve custom. interaction processesPR-G: Improve reliability of products
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演習ワークショップの実施(1/2) 

 導入セッションを行う 

 参加者のワークショップに対する期待値を集める 

 GQM+Strategiesにおける経験を尋ねる(チュートリアルや適用等) 

 ワークショップの目的とアジェンダを紹介する 

 ツールおよびテンプレートの説明をする 

 アイデアを紙に書き留めるよう参加者に促す 

 問題例を紹介する 

 参加者に日常の問題例を提供するよう求める 

 事前に準備した想定課題を提示する 
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演習ワークショップの実施(2/2) 

 参加者を2-3名のグループに分ける 
 参加者が属する適用領域に応じてグループ分けをする 
 異なる視点を持つ役割の人達でグループを構成する(例：IT視点とビジネス視点) 

 1.5 – 2時間をグループ別作業時間として費やす 
 グループが異なる役割の人達で構成されている場合は、共通用語を確立できる様、作業時間

を1時間追加する 
 積極的に問題の有無を確認しながら各グループを見回り、問題点の解決を手伝う 

 グループに解決策の発表を促す 
 最低でも1グループには解決策を発表するよう求める 
 どのグループも解決策の発表を行わないようであったら、参加者全員で解決策の検討に取り

組む 
 参加者全員で、解決策を段階的に見ていく  
 可視化ツールを用いて解決策を説明する 
 他の解決策についてディスカッションする 
 典型的な過ちについてディスカッションし、ベストプラクティスに関するヒントを参加者に

提供する 
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演習ワークショップの成果をパッケージ化 

 質問/課題および回答/解決策を収集し可視化する 
 ワークショップ中にディスカッションされた最も重要な課題とその解決策 
 ワークショップ中に対応出来なかった未決課題 

 ワークショップの成果を伝達する 
 ワークショップ中に電子的に構築・モデル化されたグリッド 
 ワークショップ中に持ち上がった課題 

 改善する 
 ワークショップの実施方法を改善 

 GQM+Strategies チームにフィードバックを提供する 
 トレーニング教材および処理手順に関する改善提案 
 GQM+Strategies のFAQおよびガイドブックの調整を提案 
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GQM+Strategies 
–トレーナ・プロモータ用チュートリアル 
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実践ワークショップ 

 目的 

 GQM+Strategiesを用いて、実組織の状況にあてはめてグリッドを実際に構築する 

 手段 

 ワークショップ 

 教材 

 動機付け用スライド 

 GQM+Strategies 可視化ツール  

 所要時間 

 1-2日 

 実際GQM+Strategiesグリッドを完全に構築する為には、複数回のワークショップ
が必要である。(ワークショップの正確な実施回数は、適用範囲によって異なる) 
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実践ワークショップの準備(1/2) 

 目的を明確にしてGQM+Strategies適用に焦点を当てる 
 測定・整合・ 伝達 等… 

 適切な役割の人達がワークショップに参加しているか確認す
る 
 GQM+Strategies適用範囲内のビジネスユニットの代表者 
 目標および戦略の整合を必要とする他ユニットの代表者 
 ビジネス視点と運用視点を混ぜる 
 該当領域に習熟していることを確認する 
  (条件に満たない人は参加不可) 

 すべての事例のビジネスゴールを収集する 
 マネージャが参加出来ない場合は、事前にビジネスゴール

および戦略を収集 
 目標 – 戦略構造を構築、測定を定義する為に別途ワーク

ショップを計画する 
 一般的に、これら2つの構成要素は、異なるグループに 

実行責任がある 
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実践ワークショップの実施(2/2) 

 適用範囲を明確にする為に対象の組織単位の組織図を
用いる 

 意思決定のフローの構造 

 役割と責任 

 組織間の目標/戦略における接点 

 既存の(明示的および暗黙の)目標および戦略 
 何をどの様に達成するかに焦点を当てる(目標と戦略) 

 綿密な活動計画の立案を避ける 

 SMART目標を定義するが、メトリクスの定義
の為に別途セッションを設ける 
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適切・現実的 

time-bound・traceable 
時間厳守・追跡可能 

S 

M 

A 

R 

T 
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実践ワークショップの実施 

 反復的にグリッドを構築する 
 任意のレベルからグリッドを開始させ、参加者の要望に沿って構築する 
 ビジネスゴールを常に念頭に置くこと 
 要望があれば、目標(もしくは戦略)の階層グリッドを構築することから 

始め、それから反復的にグリッドを完成させる 
 戦略を目標から導出する 
 目標を達成する為にどの様な手段(行動)が必要か？ 

 目標を戦略から導出する 
 戦略が機能しているか否かを見極める為には、どの様な目標が達成されな

ければならないのか？ 
 理論的な解釈を見える化する 
 何故、特定の要素(目標・戦略・関連付け)が影響するのか？ 
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実践ワークショップのパッケージ化 

 フィードバックを収集する 
 フィードバック セッションを実施 
 研修後アンケート（手法）を配布する 
 ワークショップ中に持ち上がった問題や未決課題を文書化 

 ワークショップの成果をパッケージ化する 
 ワークショップの成果を収集・整理・可視化 

 結果の伝達 
 ワークショップの成果をワークショップを実施したステークホルダに配布 

 フォローアップを計画する 
 グリッドの完成・実行・維持 

 フィードバックを分析して手法およびワークショップを改善する 
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GQM+Strategies 
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プロモータ用ワークショップ 

 目的 

 GQM+Strategiesトレーナを育成 

 手法 

 チュートリアル 

 フィードバックセッションとグループディスカッション 

 教材 

 プロモータ用チュートリアル スライド 

 所要時間 

 1日: チュートリアル：～3時間+グループディスカッション：～3時間 
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プロモータ用ワークショップの準備 

 最新の企業状況に沿って以下に関するトレーニングを更新する 

 GQM+Strategies の仕様 

 GQM+Strategiesの適用 

 GQM+Strategies のトレーニング方法 
 GQM+StrategiesガイドブックおよびFAQの最新版を整備する 

 

2012年10月 GQM+Strategies-トレーナ・プロモータ用チュートリアル 38 



© Fraunhofer IESE 

プロモータ用ワークショップのパッケージ化 

 ワークショップの成果を収集し統合する  

 ワークショップ中にディスカッションされた未決課題を文書化 

 経験をパッケージ化する 

 GQM+Strategies ガイドブックおよびFAQを更新 

 GQM+Strategies推進プログラムおよびトレーニングプログラムを調整する 

 推進およびトレーニング方法を調整  

 GQM+Strategiesグループにフィードバックを提供する 

 GQM+Strategiesの改善を提案/要求 
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GQM+Strategies 
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GQM+Strategiesを要約する 

GQM+Strategiesは、 
 ソフトウェア目標をビジネスに関連

付ける為の… 

 調整の良く取れた戦略を定義する為
の… 

 ゴール指向の測定において、成功を
定量的に管理する為の… 

 改善フレームワークを継続的に提供
する… 

 いくつもの一般的な問題に対応する
解決策を提供する為の… 

アプローチである 

GQM+Strategiesは、 
 ガバナンスフレームワーク 

 定義された目標や戦略の集合体 

 “適切な”目標を定義する為のアプロー
チ 

 定義されたメトリクスの集合体 

 

 

 全ての問題を解決する銀の弾丸… 

 

ではない 
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GQM+Strategiesを利用する動機 

 GQM+Strategies は何に活用できるのか？ 

 測定を基にした目標と戦略の整合 

 (組織目標および戦略から導出された)戦略的な測定プログラムの構築 

 整合や測定によるメリットは？ 

 動機付け講演およびGQM+Strategiesチュートリアルの動機付け部分での資料を用いて
以下を説明 

 ビジネス - IT整合のメリットおよび、定量的なプロセスのメトリクス(KPI)(と定量的
なプロジェクトガバナンス)を利用するメリット 

 GQMのROI測定および、その測定を一般的に行うことは、かなり困難なことであるため
未だ行われていない 

 “測定できないものは、コントロールできない” (T. DeMarco) 
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GQM+Strategiesの基本的要素 
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縦方向の整合性 

 GQM+Strategiesは、組織構造のグリッドにおいて異なる組織やレベルで定義
された目標/戦略が互いに関連付ける点で、縦方向の整合に明示的に対応して
いる 
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G1: 企業収益の増加 G2: 顧客満足度の向上 

S2: 信頼性の向上 

役員 

ソフトウェア 
部門 

S2b: 修正作業の工数削減 

G4: 欠陥見逃しの削減 
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横方向の整合性 

 GQM+Strategiesは、関係する戦略が従う、もしくは相反する目標を明確に 
する点で、横方向の整合に暗黙的に対応している 

 

 

2012年10月 GQM+Strategies-トレーナ・プロモータ用チュートリアル 45 

役員 

ソフトウェア 
部門 

戦略S3 によって、 
G3とG2の間に潜在的な

衝突が生まれる 

G2: 企業収益の増加 

より高い機能性 

S4:テストと分析を結合 

Less rework 
 Lower 
     cost 

G1: 顧客満足度の向上 

工数の増加 

G4:V&Vのコスト削減 G3: 機能性の向上 

後のフェーズで、 
修正作業の工数削減 

S3: 画期的な機能性を追加 
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関係する手法の概要 
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GQM+Strategiesと関係する手法の関係 
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組織目標 組織目標 
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他の手法との関係: ガバナンス 

 Control Objectives for Information and Related 
Technologies (CobIT)は、ITガバナンスのアプローチ
であり、ITIL内で定義されたプロセスのことを示す 
 類似点: 測定を目標に関連付ける 
 メリット: IT特有の目標とメトリクスの明示的な関

連付け・即利用可能なモデルが用意されている 
 弱み: カスタマイズのサポートが限定的・典型的な

ITサービスにフォーカス・固定された目標および戦
略 

 Balanced Scorecard (BSC)は、4つの測定ビューを包
含:財務・顧客・業務プロセス・学習と成長 
 類似点: 測定を目標に関連付ける 
 メリット: 測定を企業目標に関連付ける 
 弱み: プロジェクト測定のサポートはなし 
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他の手法との関係: 測定 
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目標 

質問 

メトリクス 

目標 目標 

質問 質問 

メトリクス 

 Goal-Question-Metric (GQM) guides ゴール指向のソフ
トウェア測定を支援 
 類似点: ゴール指向の測定 (GQM+StrategiesはGQM

の延長) 
 メリット: ゴール指向の測定 
 弱み: 測定とビジネスレベル目標を明示的に関連付け

ない 
 

 Practical Software and Systems Measurement (PSM)特
定のソフトウェア課題を選択・収集・分析・報告するう
えで、プロジェクト マネージャを支援 
 類似点: 定量的なプロジェクトの管理に測定を関与さ

せる 
 メリット: プロジェクトのニーズ/特性に沿ったメト

リクスの選択 
 弱み:ソフトウェア プロジェクトレベルの活動・定義

された任意のメトリクス 
 

プロジェクト特有の 
課題 

共通課題領域 

測定カテゴリー 

測定 
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他の手法との関係: 継続的な改善 

 Plan-Do-Check-Act (PDCA) は、包括的な改善サ
イクル 
 類似点: 継続的な改善サイクル 
 メリット: 明快な包括的アイデア 
 弱み: 包括的・抽象的過ぎる 

 Six-Sigma (6σ) は、継続的な品質改善の手法で、
製造業から生まれた手法 
 類似点: 継続的な改善サイクル 

(DMAIC/DMAVE)・測定に利用(ゴール指向は
明示しない) 

 メリット: 欠陥の測定にフォーカスして、プロ
セスと製品の依存関係を把握、コントロール
することを目的とする 

 弱み: 測定とビジネス目標を明示的に関連付け
ない 

2012年10月 GQM+Strategies-トレーナ・プロモータ用チュートリアル 50 

計
画 

評
価 

6.パッケージ化
と改善 1.事実の特性化 

2.目標の設定 

3.プロセスの
選択 

4.プロセスの
実施 

5.結果の分析 



© Fraunhofer IESE 

GQM+Strategiesプロセス 

 初期化: コミットメントの獲得・範囲の定義・GQM+Strategiesを計画・適用プ
ロセス・人材の育成 

 環境の特性化: 組織の背景および組織の能力を確認し、一般的な事実と仮定を 
明確化 

 目標設定: 現状の把握・ギャップ分析の実施・GQM+Strategiesグリッドの構築
(目標・戦略・メトリクス・解釈モデル) 

 プロセスの選択: 実行するプロセスを計画・測定の計画・携わる人材の育成 

 プロセスの実行: 戦略(と付随するプロセス)の実行・データ収集 

 結果の分析: 測定データを分析・解釈を行い、潜在的に改善可能なものを明確化 

 パッケージ化と改善: 改善の実施・パッケージ化し、結果を伝達 
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GQM+Strategies プロセス–初期化 
適用範囲 

 GQM+Strategiesの適用範囲を決定するには？ 

  現状分析やグリッドを構築した際、 

  反復的にプロセス0-2で見直しを行う 

 初期化 から始める 

 (他の組織単位を含めなければならなくなった等)
必要性がある時に、次のステップに移行する前に
詳細化する 

 改善サイクル毎に範囲を見直す 
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初期化 戦略の 
詳細化を行う 

例:ビジネス目的のための実行手段が
明確でないため、戦略的なユニット
を範囲に含まなくてはならない 
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GQM+Strategiesプロセス – 特性化 
レベル 

 グリッドにおけるレベルの意味は？ 

 レベルは、適用範囲内にて考慮される、組織単位の階層関係のことを示す 

 ビジネスレベル: 組織全体の戦略的目標および戦略を定義する、組織構造に
おいて最上位ユニット 

 実務レベル: (プロジェクトの一部として等)実務活動を行う組織単位。個々
に独立している(同じ抽出レベル)か、階層的に依存している場合がある 
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GQM+Strategiesプロセス–目標設定 
グリッドの構築 

 GQM+Strategiesグリッドは完成されているべきか？ 
 完全性は、適用範囲において明確にされた関係のある全グリッド要素の範囲の

ことを示す 
 適用目的によるが、全てのグリッド要素が明確化される必要はない 
 グリッドは、反復処理の間に徐々に構築される可能性があるので、一度に完成

されなくても良い 
 グリッドの構築にかかる時間は? 
 Ecopetrolの例: 2回反復・8日間・6 – 7目標・10の戦略と付随する測定 (比較的

消極的は事例 – グリッド構築時は多くのディスカッションが持たれた) 
 要する時間は、組織内においての目標および戦略対する知識や、既存する定義

済みのリソースによって変わる 
 具体的に明示していなかった暗黙の目標を明確に定義する際には、多くの 

ディスカッションや解明されなければならない多くの課題が持ち上がることが
ある 
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GQM+Strategiesプロセス – 目標設定 
目標および戦略を定義 

 “適切な”組織目標と戦略を見出すためには?   

 GQM+Strategies は、目標と戦略の整合をサポートする  

 GQM+Strategies は、“適切な”目標および戦略を見出すサポートはしない 

 その他の手法の例には以下を含む： 

 SWOT 分析: 強み・弱み・機会・脅威の分析 

 Five Forces: 業界を形成している勢力を分析 
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GQM+Strategiesプロセス– 目標設定 
目標および戦略を定義 

 “SWOT” アプローチとは何か? 

 企業が、自身の強み・弱み・機会・脅威の評価をするのをサポート 
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(目標達成に際し) 
有益 

(目標達成に際し) 
有害 

内部
環境 強み 弱み 

外部
環境 機会 脅威 

SWOT 

SWOTの要素: 
 強み: 組織において、他組織よりも優位な

特性 
 弱み: 組織において、他組織よりも不利な

特性 
 機会: 組織の業績を改善出来うる外部環境

にあるチャンス 
 脅威: 組織ビジネスに問題を引き起こす 

可能性のある外部環境 
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GQM+Strategiesプロセス – 目標設定 
目標および戦略を定義 

 “ファイブ フォース(分析)” アプローチとは？ 

 企業が、業界の構造を理解し、より有益で攻撃されにくいポジションを 
確保することをサポートする 
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既存競争企業間 
の 

敵対関係 

新規参入業者の脅威 

買い手の交渉力 

代替品の脅威 

サプライヤの交渉力 
戦略例: 

 最も勢力の弱い領域に企業
を配置する 

 勢力の変化を活用する 

 有利になる様、勢力図を 
作り直す 
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GQM+Strategiesプロセス – 目標設定 
目標および戦略を定義 

 目標戦略、戦略目標の意味は? 
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G1.顧客満足度の向上  

G2.ソフトウェア欠陥数
の削減 

戦略S1は、より具体的な活動を用いて、目標G1
の達成をサポートする。各活動からは、より詳細
な目標(G2)が導出される 

目標G2は、戦略S1より導出され、戦略の成功ま
たはその他の様相を評価する 

S1.製品信頼性の向上 
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GQM+Strategiesプロセス – 目標設定 
目標および戦略を定義 

 目標-戦略-目標の関係数は固定されているのか？ 

 グリッド内で定義される目標-戦略-目標の関係数はいくつにでもなる。し
かしながら、グリッドの理解性は考慮されなければならない 
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G1. 顧客満足度の
向上  

G3. ソフトウェア
欠陥数の削減 

S1.製品の信頼性
の向上 

G4.製品の耐障害性
を改善 

S2.製品サポート
の改善 

複数戦略の寄与: 

 “AND” 関係: 目標を達成する為に、

全ての関係する戦略が、うまく実行
されなければならない 

 “OR” 関係:目標を達成する為に、 

複数戦略の内の１つが、うまく実行
されれば十分である 
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GQM+Strategiesプロセス–目標設定 
目標および戦略を定義 

 目標と戦略は何処で線引きするのか？ 
 厳密に、特定のグリッド要素(目標もしくは戦略)を、特定の組織単位/レベルに用い

てグリッドの構築を開始しなくてはならないと言う制約はない 
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戦略 

戦略 戦略 

レベル A 

レベル B 

オプション 1 オプション 2 

目標 目標 

目標 目標 目標 

目標 

目標 目標 

戦略 戦略 

戦略 戦略 戦略 

推奨事項: 
オプション1には、組織単位の

成功を客観的に評価すること
が出来、より上位レベルへの
定量的な寄与が可能となると
いう利点がある 
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GQM+Strategiesプロセス – 目標設定 
目標および戦略を定義 

 目標間の時間的前後関係は？ 

 期間は、目標が達成されるべき時間枠のこ
とを示し、期間後に目標の成果は評価され
る 

 期間(上位目標) ≧ 期間(下位目標) 

 目標に対する下位戦略の寄与は、目標の
期間内に実行されなければならない 
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G1.顧客満足度
の向上  

G2.ソフトウェ

ア開発の生産
性の向上 

S1.1 市場に出る

までの時間の削
減 

G3. ソフトウェ
ア 欠陥数の削減 

S1.2 製品の 
信頼性の向上 

S2. アジャイル

型ソフトウェア
開発を導入 

S3. モデルを 
基としたテスト

を導入 

1 年 

1-8ヶ月目 9-12ヶ月目 
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GQM+Strategiesプロセス – 目標設定 
測定を定義 

 測定対象は組織目標のみか？ 

 組織目標は、測定の主たる対象であり、グリッドの他要素は、任意で測定
できる 

 戦略は、戦略内において定義された活動の遵守性・有効性・効率性につい
て測定される 

 仮定は、それが事実か否かを評価する為に測定される 

 事実の特性は、後に変化しないか確認するため、もしくは、目標達成に 
おける影響を定量的に評価するために測定される 
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GQM+Strategies プロセス – 目標設定 
測定を定義 

 組織目標と測定目標の違いは？ 

 組織目標は、組織が達成したいある状態のことをいう  

 測定目標は、組織内における測定の目的のことをいう 
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組織 
目標 & 戦略 測定目標 測定データ 

測定データ 測定の目的 
情報 
ニーズ 

メトリクス 
& モデル 

データの解釈 
(戦略の成功 & 目標の達成) 
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関心事 (QF) 変動要因 (VF) 

GQM+Strategiesプロセス – 目標設定 
測定を定義 

 GQMにおける関心事(Quality Focus)と変動要因の関係は？ 

 同じ関心事(Quality Focus)の場合、異なる状況に応じて、異なる基準が定義
される 

 例：もしVF1 = 低 & VF2 = 高 であれば QF = 低 しかしもしVF1 = 高 & VF2 
= 低 であれば QF = 高 
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VF1.1 
領域における経験 

VF1.2 
伝達能力 

VF1 
チームの能力 

VF2 
規定の変更 

QF 
開発生産性 

QF1 
ソフトウェア サイズ 

QF2 
開発工数 
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GQM+Strategiesプロセス – プロセスの選択  

 測定計画の中で測定の“タイミング”をどのように決めれば良いか？ 

 “タイミング”は、測定データが収集されるべき時や事象を定義する 

 測定はどれ位の期間実施した方が良いか？ 

 測定は、情報ニーズがある限り行う 

 測定が実施される最短期間は、付随する組織目標の期間による 

 なぜ測定計画は組織プロセスに組み込まなければならないのか？ 

 測定計画は、幾つかの取りうる組織プロセスの中の1つである。測定は作業

のパフォーマンスを監視するための管理プロセスの一部で、組織プロセス
では作業と並行的に行われる。作業を有効的かつ効率的に進めるためにも、
測定活動は日常業務の一環として行われなければならない。従って、測定
プロセスは作業（組織プロセス）に組み込まなければならない 
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GQM+Strategiesプロセス – 実行 

 測定は外部組織によって実行可能か？ 

 原則としては可能であるが… 

 一般的に測定者は、組織が第三者に公開したくない 
情報を利用するため、データの機密度の関係上、民間
機関を使って測定を行うのは稀である 

 公共機関で測定を行う場合、幾つかのデータが一般的
に公開されなければならない。そのような場合、客観
的で公平なデータであると確認する為に、第三者機関
でのデータ収集は意味がある。 
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GQM+Strategiesプロセス – 分析 

 誤った仮定によって目標が達成されなかった場合
は、戦略も間違っていたことになるのか？ 

 誤った根拠を用いて戦略が選択されたことにな
るため、目標の達成のためには適切でなかった 
とされる可能性が強い 

 しかしながら、目標が達成されなかった潜在的
な理由は、調査されなければならない: 

 戦略が不適切であった 

 戦略が不十分であった 

 他の目標に関係していた戦略が、(対象の) 
目標に間接的なマイナス影響をもたらした 
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目標 G1 
+20% 

目標 目標 

戦略 不十分な 
戦略 

戦略 戦略 

目標 G2 

+10% 

目標 

相反する 
戦略 

戦略 

–5% 
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GQM+Strategiesプロセス – パッケージ 

 グリッドを経営側に伝達させるには? 

 異なる捉え方が必要なグリッドを見える化 

 経営側は、ビジネス価値に対する、実務活動
(戦略)の寄与度を示した、より抽象的な見方
を必要とする。 

 実務側は、活動詳細・リソース計画・測定計
画等のより詳細な見方を必要とする 
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GQM+Strategies 
–トレーナ・プロモータ用チュートリアル 
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